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グロービス経営大学院（創造と変革のMBAをテーマに）
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日英プログラム
累計の卒業生+在校生

約8,100名
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グロービス経営大学院の特徴
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グロービス経営大学院の特徴

Technology + Innovate = Technovate
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グロービスAI経営教育研究所(GAiMERi)の誕生
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私たちの問題意識



出所：The Competitive Landscape for Machine Intelligence
Shivon ZilisJames Cham
NOVEMBER 02, 2016 HBR

教育系の大半
はアダプティ
ブを含む、広
義の個別化教
育向け

教育系ベンチャーの方向感
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不足
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教育の歴史的な方向感

方向は個別化。でもグロービスの教育価値を個別化するには足りないものがある



企業が実際に直面した課題など、ケース教材をもとに講義では

なく、ディスカッションを通じて学んでいく。

教員がハブとなって学生に『問う』ことによって学生の考えを深

め、ディスカッションをリードしていく。ソクラテスの問答法に相

当。弁証法的。

『問い』と『記述的な答え』で構成されていく。答えの生成が重要

グロービスにおける教育手法：ケースメソッド
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個人で予習
グループ
ディスカッ
ション

クラスディス
カッション

ケースメソッドの学習効果をデジタルに個別化して実現したい
AIは個別化するためのツールの総称ととらえている

ケースメソッドの展開イメージ



２つの知識観＆学習観とグロービス
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出典：東京大学藤村氏等の資料をもとに鈴木作成

定型問題
の解決力
（できる学力）

非定型問題
の解決力
（わかる学力）※1

手続き的知識・スキル
（例えば算数の計算）

（因果関係の）
概念的理解・思考
モデル／スキーマ
概念操作

反復繰り返しによる自動化
（行動主義的）

問いかけられて気づくこ
とで自ら脳内のモデル
を形成・更新※3

（構成主義的）

※１：グロービス的には『深くわかったうえでできる』ぐらいに理解いただきたい
※２：コロラド大学の教育学部付設の米国教育政策センター、Personalized Learning and the Digital Privatization of Curriculum and Teaching
※３：ケースメソッドの問答法はまさにこれにあたる。サンプルサイズがたった１つなのに、過学習（ケースの状況だけ答えが出る）を避け、汎化性能を持たせる驚異的な教育方法

Knewtonをはじめとする
米国のデジタルな個別化教
育の本流。困難に直面して
いるともいえる※2

GAiL（グロービスAIラーニ
ング）で目指している方向。
ケースメソッドでの問答法
をAIを使うことでデジタル
化し、同様な学習効果を目
指す

学習対象 学習方法／学習観 現状認識

答えに一
意性あり

答えに一
意性ない教育の世界では深い学

び（ディープラーニン
グ）と呼ばれています



あらためて

 グロービスがケースメソッドを通じて育成しようとしているのは『非定

型の問題解決能力』であり、これには（経営にかかわる因果関係の）概念

理解、概念操作の力がカギとなる

 このような概念理解、操作の力は、手続き的なスキルと異なり、反復練

習では身につかない ⇒問いかけ（問答）を通じて、気づくことで自ら頭

の中の（因果的な）モデルを深化させていくしかない【構成主義的な考

え方】。教育の世界ではディープラーニング（深い学習）と呼ばれている

 ケースメソッドは実は極めて高度な学習手法。機械学習、AIでは本質的

な構造をコンピュータに学習させるために、数万、数十万のデータを必

要とするが、ケースメソッドではわずか一つのケースから（ソクラテス

の）問答法によって本質的な概念を学習してもらう

 ただ、現状のケースメソッドは集団での問答法を前提としていて、学習

者の異なる状況は必ずしも考慮されていない

 GAiL（グロービスAIラーニング）ではAIを活用してケースメソッドの学

習体験を学習者に個別化・最適化することで、高い学習効果（非定型の

問題解決能力↑）を目指す
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あらためてやりたいこと
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個別化した

ディープラーニングな経営教育を

ディープラーニングで実現する

※おそらく人工知能の研究者には意味不明の文章かもしれません
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研究の方向性



研究の全体感
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AIでの
自然言語処理
（分類問題化など）

概念深化
の教育手法

（ケースメソッド／ソ
クラテスの問答法）

キーフレーズ法
（アセスメント）

GAiL
（個別化／アダプティブ）

レポート解析
支援システム

入試書類審査
支援

学びの振返り
評価支援

Zoom授業支援
（チャット評価等）

ディスカッション
Bot（対話型）

自動化／省力化
による業務支援

ケースメソッドの学習体験価値の個別化

投入済

投入済

試行中

研究中

開発中

研究中

※投入済み：最終ユーザーが継続的に利用。試行中：一部ユーザーが試験的に利用。開発中：稼働するプロトタイプ

今後



研究の全体感
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開発中

研究中

※投入済み：最終ユーザーが継続的に利用。試行中：一部ユーザーが試験的に利用。開発中：稼働するプロトタイプ

今後



AIによる入試書類審査支援

16



レポート解析支援システム（特許出願中）

17

学習者のレポート

評価基準



AIシステムの解析結果からの教育への示唆
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これまでは最終点しか分からなかったレポートの、正解箇所が分析できるようにな
ったことで、教育の改善に資する示唆が得られるようになった。HRMでは「構造上
の課題」の把握が苦手であることが分かる。将来はこれをもとにFBを行いたい。

HRMレポートの項目ごとの正答率（％）

だが、FW分析から
考えてほしい戦略と
HRMの関係や構
造的課題について
は、多くが指摘でき
ていない

情報整理とFW活
用は、大多数の者
ができている



研究の全体感
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AIでの
自然言語処理
（分類問題化など）
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の教育手法
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※投入済み：最終ユーザーが継続的に利用。試行中：一部ユーザーが試験的に利用。開発中：稼働するプロトタイプ

今後



GAiL (GLOBIS AI Learning) とは？

選択式問題ではなく自ら答えを生成する記述式問題が対象
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従来の教育システム GAiL

Aさんの回答 Bさんの回答 Cさんの回答

全員に同じフィードバック（FB）

Aさんの回答 Bさんの回答 Cさんの回答

Aさん向け
FB

Bさん向け
FB

Cさん向け
FB

“〇●△■”“◇◆▲〇”“△〇▲●” “〇●△■”“◇◆▲〇”“△〇▲●”



GAiL(GLOBIS AI Learning)の個別／アダプティブ化イメージ

マーケティング編：問題1
わが社は消費者向けに飲料を開発しているメー
カーである。今回、～をターゲットに、
「XXX」というコンセプトの新たなお茶を開発
し、そのためのポジショニングマップを描いた。

Q1：このポジショニングマップは適切か？
１）適切だ
２）適切ではない
Q2：そう考えた理由を記述せよ

XXX

XXX

Q1;適切だ
という回答

Q1;適切でな
い

という回答

分類確度
低い

フィードバック
パターン1

フィードバック
パターン2

フィードバック
パターン3

フィードバック
パターン４

Q2の
記述解答を
分散表現ベー
スにAIで分析

学習者解答 Q３A質問

Q３B質問

Q４質問



GAiL(GLOBIS AI Learning)の個別化イメージ



GAiLシステム画面
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回答に対するフィードバックを読
み進めながら理解を深める

タブを切り替え動画や添付資料を
閲覧しながら回答可能

設問に対して自由記述、選択肢
回答が可能
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さらなる挑戦
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今後



さらなる挑戦
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授業と同じように、
AIと対話（議論）することで気づきを得て学べ
るようにしたい
AIが講師とクラスメート役…

⇒分野としてcomputational argumentationに近い(?)



チャットボットを活用したリアルクラスの疑似再現

27

AI
「クレームは宝はの山」に対するAさんの文章を読
んで、違和感を感じたことを教えてください。

イシューがずれているような気がします。

AI
なるほど、もう少し詳しく説明して貰えますか？

※イメージ図

「クレームは宝の山」に賛成か反対かを聞かれているのに、Aさんの文
章はクレームが発生する原因を書いているように見えます。｜



ケースディスカッションでの利用：セマンティックエディターに基づく
ディスカッションの構造把握とAI利用を目指したい
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出典：オントロジーに基づく知識の構造化と活用、橋田ほか。セマンティックエディターの利用イメージであり、実際のケースディスカッ
ションの事例ではない



さらなる挑戦
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今後



GAiMERi（グロービスAI経営教育研究所）として…
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最高の学習体験をグロービスで創るため

にAIと学習のサイエンスを今後もサービ
スに織り込んでいます
今後ともご支援、どうぞよろしくお願いい
たします
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